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実証実験走行ルート（案）の概要
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JR三郷駅

FSS35キャンパス

延長:450m
高低差:33m

100m

立野交差点

三郷駅西交差点

延長:200m
高低差:15m

◼ 片道約1.3km：JR三郷駅～奈良学園大学（既存のバス路線、平日14便/日、休日3便/日）

◼ 信号交差点：2箇所、無信号交差点の右左折箇所：5箇所

◼ 起終点の高低差：約75m（平均勾配約6%）

延長:70m
高低差:0.5m

延長:520m
高低差:26m

延長:120m
高低差:0.5m

40

40

立野南二丁目

標高37m

標高112m

復路の乗車のみ
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レベル2自動走行実証実験に向けたリスク評価の結果

１.３次元地図を用いた走行ルートのリスク評価
MMSで計測した点群データをもとに３次元地図データを作成し、道路構造(幅員、勾配)や
通行の際に課題となる交差点等の自動運転走行時に想定されるリスクを抽出。

２.自動運転シミュレータによる自動運転走行の評価
３次元地図を活用した自動運転シミュレータにより走行ルート上での自動運転車両の自己
位置推定精度を評価し、3次元地図を活用して走行する自動運転車両の導入可否を評価。

３.走行ルート上の衛星取得状況の評価
走行ルート上の衛星取得状況、精度低下率を現地で計測・評価し、GPS等の衛星測位
システム(GNSS)を活用して走行する自動運転車両の導入可否を評価。

三郷町では過年度に、国土交通省奈良国道事務所の支援のもと、MMS(ﾓｰﾋﾞﾙﾏｯﾋﾟﾝｸﾞｼｽﾃ
ﾑ)による点群データ計測や自動運転シミュレータ等を用い、走行ルートの自動運転車両の走行
可否(レベル2実証実験)を定量的に評価。

※自動運転デジタルリスクアセスメントは、三郷町で自動運転車両の調達先として想定している
アイサンテクノロジー(株)と損保ジャパン(株)の技術を活用して調査および評価を実施
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レベル2自動走行実証実験に向けたリスク評価の結果
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レベル2自動走行実証実験に向けたリスク評価の結果
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レベル2自動走行実証実験に向けたリスク評価の結果
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レベル2自動走行実証実験に向けたリスク評価の結果
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レベル2自動走行実証実験に向けたリスク評価の結果

実際の車両位置

自動運転システム
による推定位置

2D Error：平面誤差



9

レベル2自動走行実証実験に向けたリスク評価の結果
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レベル2自動走行実証実験に向けたリスク評価の結果
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レベル2自動走行実証実験に向けたリスク評価の結果



レベル4無人自動走行に向けた課題・対応案
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①無信号交差点（横断歩道あり）での歩行者・自転車の検知

•走行ルート上に4箇所、信号なしで横断歩道が設置されている交差点があり、当該交差点では横断中はもちろん、
横断しようとする歩行者・自転車を自動で検知し、横断歩道の手前で停止する必要がある。

•三郷駅西交差点～立野交差点間の3箇所は、東側の生垣等の影響で車載センサの死角になる範囲から歩行者・
自転車が交差点に進入する可能性がある。

•路側センサで歩行者・自転車の検知を支援する仕組みを構築する案も考えられるが、複数箇所への設置が必要と
なるため、横断歩道の手前で必ず一旦停止し安全確認後に交差点を通行する運用も考えられる。

■無信号交差点(横断歩道あり)：4箇所

JR三郷駅

立野交差点

三郷駅西
交差点

FSS35キャンパス

植栽によりセンサの死角になるおそれ



レベル4無人自動走行に向けた課題・対応案
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②歩行者・自転車の乱横断の検知

•走行ルート上の歩道はマウントアップされているものの、ガードレール等の設置は一部の箇所に限られており、交差点
以外の箇所で乱横断する歩行者・自転車が発生する可能性がある。
※特に、JR三郷駅前の道路では、駅に向かう歩行者による乱横断が懸念される

•ドライバーが乗車するレベル2実証実験時は手動介入(ブレーキ操作)による対応が可能であるが、レベル4無人自
動走行に向けては、ガードレール設置等、飛出しを防止するためのインフラ側の対策が必要と考えられる。

■歩道のガードレール設置状況

JR三郷駅

立野交差点

三郷駅西
交差点

FSS35キャンパス

乱横断する歩行者

JR三郷駅

県道195号線

南側の歩道にのみ
ガードレールあり



レベル4無人自動走行に向けた課題・対応案
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③車道を走行する自転車の追越し

• JR三郷駅～立野交差点の区間は、黄色のセンターラインであり、追い越しのために車線の右側へはみ出して通行
することが禁止されている区間である。

•自動運転車両が障害物を避ける場合には1.5m程度の離隔を取る必要があり、センターラインをはみ出すことになる。

•センターラインが黄色の区間では、自転車が車道を走行している場合に、自転車を追越しせず後ろから追従する形で
走行する必要がある。

■センターラインが黄色の区間

JR三郷駅

立野交差点

三郷駅西
交差点

FSS35キャンパス

センターラインが黄色

3.524m0.937m



レベル4無人自動走行に向けた課題・対応案
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④路上駐車車両の回避

• JR三郷駅～立野交差点間の立野郵便局では、店舗前に専用駐車場があるものの、利用者が増える時間帯等には
反対車線にも郵便局利用者による路上駐車が発生。※路駐車両から郵便局に向かっての歩行者の横断も発生。

•レベル2実証実験時はドライバーの手動介入で路上駐車を回避することが可能であるが、将来のレベル4無人自動走
行の実現に向けて、路側センサによる路上駐車車両の検知支援のほか、路上駐車の取り締まり強化等も含めて対
策の検討が必要。

■郵便局前の路上駐車

JR三郷駅

立野交差点

三郷駅西
交差点

FSS35キャンパス

三郷立野郵便局

▼反対車線の路上駐車車両

▲郵便局前の路上駐車車両



レベル4無人自動走行に向けた課題・対応案
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⑤駅前ロータリー内の走行

•三郷駅前のロータリー内は、バス、タクシーに加えて一般車両も進入可能であり、駐車場利用者等の歩行者も混在。

•レベル2実証実験時はドライバーの手動介入でロータリー内の走行、バス停での停車をすることが可能であるが、将
来のレベル4無人自動走行の実現に向けては、一般車両や歩行者との通行空間の分離のための対策検討が必要。

■JR三郷駅前のロータリー

JR三郷駅

立野交差点

三郷駅西
交差点

FSS35キャンパス

三郷立野郵便局

サテライトキャンパス利用者の
駐車スペース


